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令和６年度 第４次広島市食育推進計画に係る主な取組及び令和７年度計画（広島市食育推進会議 委員推薦団体分） 

 

 

 

団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

市
私
立
幼
稚
園
協
会 

・年齢に応じた内容で、和食をはじめ、食育に興味・関心を持たせるための取組を行った。 

★輪食の大切さを知り、テレビやゲーム等から離れ、会話を楽しみながら味わって食べるこ

とについて啓発した。 

・食事のマナーや、食べ物の大切さを伝えた。 

・よく噛んで食べることの大切さについて保護者へ啓発するとともに、園児への指導を行っ

た。 

・収穫の喜びを体験し、食べ物に興味・関心を持たせる取組として、芋掘りやたまねぎ掘

り、米作りや野菜栽培等を行った。 

★自園給食があるところは、積極的に広島県産の食材を取り入れた。 

★保護者に、園だより等で旬の地元の食材等を知らせた。 

・令和６年度と同様 ○  ○  ○ ○ ○ 

市
私
立
保
育
協
会 

【給食での取組】 

★給食の献立に「わ食」を取り入れるようにした。また、給食の食材は、季節感や地域性を考

慮し、品質がよく、幅広い種類のものを使用するとともに、広島県産の食材を可能な範囲で

取り入れた。 

・減塩・薄味の調理を行った。 

・除去食対応を中心に、食物アレルギー対応を行った。 

・園児に対し、３色分けした栄養ボードを使って給食食材をグループ分けし、栄養の働き等に

ついて伝えた。 

・各年齢別に年間指導計画を立て、年齢にあわせて食事マナーを教えた。 

・よく噛んで食べるよう指導し、「噛ミング３０運動」を推進した。 

・調理室や給食室等を衛生に保つとともに、園児に対し、食事の前の「手洗い」を習慣づけ

た。 

・令和６年度と同様 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【重点プログラム】 
① わ食の日事業                  ⑤ 噛ミング 30運動の推進 
② 自然に健康になれる食環境づくり事業     ⑥ 食と農と水産の体験活動推進事業 
③ 食を通じてみんなで育てようひろしまっ子事業  ⑦ つなぐ・つながる地産地消推進事業 
④ 若者世代のための食育啓発事業           ⑧ ひろしま食育ネットワーク連携事業 

【中間評価を踏まえた重点取組】⇒「★」を表記 

① 朝食を食べる 

② みんなで食べる 

③ ひろしま産を食べる 
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団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

市
私
立
保
育
協
会 

【保護者への啓発】 

★「給食だより」に「わ食」・「噛ミング３０運動」・「つなぐ・つながる地産地消推進事業」

に関する内容を掲載し、家庭に配布した。 

★特に朝ごはんの大切さを伝え、生活リズムの定着を図った。 

・保育参観等で、給食参観や試食、食についての紙芝居や講演等を行い、必要に応じて個人

懇談を行った。 

・給食だよりや給食・献立表の展示により、給食についての情報を提供した。 

 

【各保育園での取組】 

・米や野菜づくり、芋掘り等を体験し、収穫の喜びを得たり、食材に興味を持たせるための

取組を行った。 

・食材の魚に触れたり、料理することにより、魚に親しむ体験を行った。 

★地域の食文化に触れる取組を行った（地域の人とのもちつき、地域でとれたもので切干大

根や干し柿等を作る、地域の人と一緒に食事をする等）。 

・令和６年度と同様 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会 

・市給食献立作成委員の選出 

・関係団体との連携による情報の共有 

★阿戸小・中学校による農業体験活動 

・令和６年度と同様 ○  ○   ○  

市
医
師
会 

・小・中学校における健康管理プログラムの導入  

・各学校での学校保健委員会への参画  

・学校でのアレルギー対応への協力  

・アレルギー疾患対策委員会の開催  

・アレルギー対応研修会の開催 

・令和６年度と同様   ○     

市
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会 

・噛ミング３０運動（よく噛むことの大切さ）を含む、歯と口の健康の重要性について周知

するための活動を行った。 

・市歯科医師会学校歯科医協議会での公開講座（１１月２８日開催、参加者３９名） 

「人生１００年歯と共に～コロナ禍を経てつなぐ子供たちの未来へ～」 

・保育園での噛ミング３０教室 

・市民を対象とした講演活動 

・医療・介護専門職を対象とした講演活動 

・マスコミを活用した広報活動 

・第６４回市学校保健大会「よい歯の集い」 

・令和６年度と同様 

★噛ミング３０運動と朝食の重要性につい

て、SNSやラジオ番組で周知を行う予定 

  ○  ○   
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団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

県
栄
養
士
会 

・「おくちの健康展」や「栄養の日」事業で、チェック表やゲームを通して栄養バランスのと

れた食事について学ぶ取り組みを行った。また、これらの事業や各市町健康まつり等で、

食生活相談を実施し、栄養バランスのとれた食事について啓発活動を行った。  

★食育啓発運動として、朝食摂取の大切さ等について啓発活動を行った。  

・エコ＆ヘルシークッキング講習会や県民フォーラム事業で、レシピの情報提供を行った。  

・今後求められている食育活動について、講演会（会員対象）を実施した。 

・「おくちの健康展」で、「よく噛んで食べることの大切さ」をゲームやパンフレットを通し

て周知した。 

・「栄養の日」事業にて、「お口と栄養」をテーマに各支部にて身体測定、クイズ、パネル展

示等にて啓発活動を実施した。 

・令和６年度と同様 〇 〇 〇 〇 〇   

 

★学校給食への支援 

・学校給食へ食材を出荷 

・地元食材を使用した独自献立に協力 

★地域の品評会、農業祭へ参加し、広島市農業の振興、地域の活性化を図った。 

★各地域において、伝統野菜（広島菜、祇園パセリ等）や地域振興品目を活用した食農教育

活動の実施 

★農業体験の実施 

・広島菜、サツマイモ等の定植等の農業体験の実施 

  ・“地産地消”ツアーを実施 

★“ひろしまそだち”活動として、SNS 等を活用したレシピの配信や、“地産地消”ツアーを

実施 

★“ひろしまそだち”産品の PR  

・多くの消費者の皆様に安心・安全・新鮮な“ひろしまそだち”の農産物を提供できるよ

う、生産者と消費者との結びつき強化を図った。 

・「地産地消」を基盤とした消費者ニーズに即した農畜産物の生産販売の PRを行った。 

★農畜産物の対面販売 

・JA広島市の産直市、朝市、とれたて元気市での店頭販売を実施 

▶生産者の顔が見えることで、生産者と消費者との結びつき強化を図ることができる。 

▶レシピを掲示、配布する等、食べ方提案を行うことで、消費拡大に努める。 

★ひろしまフードフェスティバルへの参加 

・“ひろしまそだち”産品、広島市内産の農産物のおいしい食べ方の紹介や試食を通じて来

場者に提案する等の産品 PRを実施。また、これらの消費拡大を図り、地産地消を推進 

・「広島市農業振興協議会だより」を年に１回発行し、協議会の中にある農事研究会、専門委

員会、畜産関係団体での活動を発信した。 

・令和６年度と同様 ○  ○ ○  ○ ○ 

市
農
業
振
興
協
議
会 
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団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

市
漁
業
協

同
組
合 

・広島かき子ども体験隊を１月と３月に開催予定 

★ひろしまフードフェスティバルへ参加し、カキフライを販売 
・令和６年度と同様      ○ ○ 

県
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
（
正
会
員
企
業 

フ
レ
ス
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
） 

【店頭や SNS等を活用した取組】 

・二十四節気を商品計画に取り入れ、和食をはじめ旬の食材や季節を楽しむ行事食を店頭や

広告チラシ、SNSにて提案 

★パーティーメニューや行事食の提案を通じ、家族等で食卓を囲みたくなるレシピの展開 

★店頭、HP、SNSにてタイパ朝食メニューの提案、朝食向き食材の拡充 

・家庭で発生する食品廃棄量削減に関する啓発物の掲出 

・店頭にて「てまえどり運動」の啓発 

・管理栄養士監修の総菜の拡充、減塩タイプ商品の積極的な導入 

★店頭にて栄養バランスや野菜摂取、朝食摂取向上、減塩推進等に関する啓発物を掲出 

・保健センターと協働し店頭ディスプレイにて健康情報の発信 

・店頭にて食育ハンドブック等の配布 

★地場産物の拡充 

★地場産物を使用した積極的な商品開発 

★店内 BGMやサイネージ、TVCM等を活用し、地元産品の PR 

 

【関係機関等と連携したイベントの開催】 

・公民館と連携した、環境に優しい工夫を学ぶエコ料理教室等の食育イベント 

・産地見学や農業体験イベント（田植え稲刈り等） 

★大学と連携した地元産物を使用した商品開発や食育イベント 

・日本の伝統食品に関する食育イベント（味噌づくり教室や巻寿司教室等） 

・健康イベント 

・県観光連盟の協働による、牡蠣の日イベント 

・競り模擬体験や魚のさばき方教室等の水産業体験イベント 

・旬の野菜の栄養や食べ方、選び方、家庭での食品廃棄量削減等を学ぶエコ料理教室 

 

・フードバンク、こども食堂への支援 

・健康経営の取り組み強化 

・令和６年度と同様 

★家族等の団らんメニュー提案の継続 

★朝食メニュー提案の強化 

★“ひろしまそだち”の継続販売、売場 

での地場産物の見える化 

・ガムメーカーと共同し、咀嚼力強化に関

する健康イベントを実施予定 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

協
会
中
国
支
部 

・フードロス削減のためフードドライブ実施（一部店舗） 

・「スマイル！ひろしま食品ロス削減協力店」において、てまえどり運動の推進と販促物掲示 

・食品ロス削減イベント「スマイル！ひろしま広場」参加 

・健康食品コーナーの展開 

・ファイブ・ア・デイ食育体験ツアーの実施 

★地元畜産物の販売 

★地産地消コーナーの展開 

・令和６年度と同様 

・フードバンクポストの設置、フードド

ライブの実施、こども食堂等への食材

提供 

○ ○  ○   ○ 

セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン 

・環境配慮型包材・資材の継続した使用 

・フードロス削減に向けた販売鮮度延長や販売促進努力によるロス削減 

・栄養バランスのとれた食事のために、カップデリ等、買い合わせの促進を実施した。 

・給食でなじみのある商品の開発を継続し、販売を通じて食育に関する情報提供を行った。  

・地域に根差したメニューの開発 

・店舗における販促物の掲示を継続 

・お客様のご要望やご質問に対して出来る範囲での情報提供とご案内を継続 

★広島県庁との取り組みの中で、１１月に広島フェアを２年連続で開催。記者会見と共に広

島県のために商品を開発し、広島県の食材等を PR（ほうれん草、小松菜等） 

★継続して、地産地消となる原材料を自社商品に取り入れた。 

・令和６年度と同様 

 
○ ○ ○   ○ ○ 

市
食
品
衛
生
協
会 

★「わ食の日」の啓発 

・市食育推進会議作成の「わ食の日」啓発チラシを食品衛生責任者資格者養成講習会の受

講者に配布した（２２回 １，３５５ 名［令和６年１２月現在］。年度中に、後７回実施

予定）。 

・協会のホームページに「わ食の日」の簡易な紹介を行った。 

・食品衛生協会（食品衛生指導員）と広島市生活衛生推進員（市民ボランティア）が協働

し、児童館、区民まつり、公民館まつり等の地域イベントや依頼を受けて、子どもを中心

として、広く市民に「食中毒予防や感染予防のための正しい手洗い」の大切さについて説

明し、体験型の手洗い講習を実施した他、手洗いのチラシ等啓発資料の配布等を行った

（４回）。 

・令和６年度と同様 

★「食の体験」、「消費拡大」、「地産地

消」、「食品衛生」等について啓発を行

う目的で地元の食材を使った料理教室

を計画 

○  ○   ○  
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団体 令和６年度取組状況 令和７年度計画 
重点プログラム 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

広
島
消
費
者
協
会 

・食品ロスの削減に向けた活動として、「ごみ減らそうデー」店頭キャンペーンに毎月参加 

 

★産地視察交流会の実施 

県内・近郊の農産物等の生産現場を視察し、生産者等と交流し理解を深め､地産地消にも繋

げるため、食協及びサタケ両社工場内を見学した。（１１月１１日実施、参加者２７名） 

・令和６年度と同様 

（産地視察交流会は場所を変更する予定） 

・各関連イベントへ参加 

・食物アレルギーのシンポジウムの開催

（検討中） 

・多世代に関心のあるテーマの発信 

（検討中） 

・その他、意見交換の上、実施に向け、

内容を調整中 

○  ○ ○   ○ 

市
民
生
委
員 

児
童
委
員 

協
議
会 

★多世代が集い交流する場において、食事やおやつを通じて「輪食」の重要性を伝え、地域

交流が深まった。 

・小学校高学年を対象に調理実習を開催。栄養士も参加し、食の大切さを学んでもらった。 

・百歳体操やいきいきサロンの場を活用して、包括支援センター職員や保健師に講義しても

らい、口腔ケアに努めた。 

・令和６年度と同様 ○  ○  ○   

団体数  12 6 13 7 7 9 9 

 


